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「
活
力
あ
る
奥
出
雲
町
を
目
指
し
て
」

「
活
力
あ
る
奥
出
雲
町
を
目
指
し
て
」

か
な
が
わ

　

▲体育館が完成した亀嵩小学校

　
先
月
号
に
続
き
、
井
上
町
長
の

施
政
方
針
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　（
本
文
中
に
あ
る
表
現
で
、今
年

度
は
平
成
二
十
一
年
度
、来
年
度

は
平
成
二
十
二
年
度
と
な
り
ま
す
）

　
住
み
よ
い
快
適
環
境
の

　
住
み
よ
い
快
適
環
境
の

　
町
づ
く
り

　
町
づ
く
り

■
水
道
事
業

　
簡
易
水
道
事
業

　
雨
川
簡
易
水
道
改
良
事
業
を
来

年
度
末
の
事
業
完
了
に
向
け
引
き

続
き
取
り
組
む
ほ
か
、
施
設
の
老

朽
化
、
水
量
不
足
が
生
じ
て
い
る

施
設
は
、
長
期
計
画
を
策
定
し
た

上
で
、
順
次
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
簡
易
水
道
料
金
に
つ
い

て
は
、
料
金
統
一
か
ら
三
年
が
経

過
す
る
こ
と
か
ら
、
見
直
し
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業

　
各
処
理
施
設
の
良
好
な
維
持
管

理
と
経
費
節
減
に
努
め
な
が
ら
、

住
環
境
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
等

を
活
用
し
、
接
続
率
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業

　
引
き
続
き
横
田
地
区
内
の
管
路

工
事
を
継
続
し
ま
す
。

　
な
お
、
集
合
処
理
区
域
外
の
地

域
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
、
浄
化

槽
を
六
十
基
整
備
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

■
ゴ
ミ
処
理
・
資
源
の
再
利
用

　
今
後
約
十
五
年
間
の
最
終
ゴ
ミ

処
分
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
仁
多

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
最
終
処
分
場

の
嵩
上
げ
工
事
に
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
と
再

資
源
化
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
図
り

な
が
ら
、
最
終
処
分
場
の
延
命
と

限
り
あ
る
資
源
の
有
効
活
用
に
努

め
ま
す
。

■
農
村
整
備

　
金
川
地
区
の
ほ
場
整
備
工
事
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
の
繰
越
分
に

お
い
て
面
工
事
を
完
了
し
ま
す
の

で
、
来
年
度
は
、
道
路
工
と
換
地

業
務
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
各
団
地
の
ほ
場

整
備
、
用
水
路
な
ど
、
地
元
調
整

を
図
り
な
が
ら
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
雇
用
対
策

　
国
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
介
護
、

医
療
、
農
林
水
産
な
ど
の
分
野
で

短
期
の
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
、

都
道
府
県
へ
の
交
付
金
を
増
額
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
金
造
成
さ
れ
た
財
源
と

町
独
自
で
造
成
を
し
た
基
金
を
活

用
し
、
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す

る
林
業
分
野
を
は
じ
め
、
約
七
十

名
の
雇
用
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
地
域
の
中
で
支
え
合
う

　
地
域
の
中
で
支
え
合
う

　
町
づ
く
り

　
町
づ
く
り

■
地
域
活
性
化
対
策

　
こ
れ
ま
で
各
地
区
に
補
助
し
て

い
た
自
治
会
活
動
費
や
地
区
文
化

祭
、
運
動
会
な
ど
個
別
の
補
助
金

を
統
合
し
、
さ
ら
に
地
域
の
特
色

あ
る
自
主
的
な
活
動
を
促
す
た
め
、

包
括
的
な
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
交

付
金
制
度
」
を
創
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
自
ら
企
画
、
実
施

す
る
公
益
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
支
援
す
る
新
た
な
「
き
ら

り
輝
く
地
域
づ
く
り
交
付
金
制
度
」

も
創
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

の
振
興
協
議
会
や
自
治
会
長
会
連

合
会
を
中
心
に
、
地
区
ご
と
に
公

民
館
と
協
働
で
地
域
活
性
化
策
や

子
育
て
支
援
、
教
育
環
境
の
整
備

な
ど
、
様
々
な
地
域
課
題
解
決
に

向
け
た
活
動
分
野
の
拡
大
を
期
待

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
新
過
疎
法
と

　
中
山
間
地
域
対
策
等

　
今
年
度
末
で
期
限
切
れ
と
な
る

現
行
過
疎
法
に
つ
い
て
は
、
与
野

党
間
で
六
年
間
延
長
す
る
こ
と
な

ど
が
合
意
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
過
疎
法
の
下
で
は
、
新
た
に

集
落
の
維
持
・
活
性
化
や
地
域
医

療
の
確
保
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
が

過
疎
債
の
対
象
に
追
加
さ
れ
る
見

込
み
で
す
。

　
町
と
し
て
は
、
地
域
医
療
や
生

活
交
通
の
確
保
、
教
育
、
産
業
振

興
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進
な
ど
、

過
疎
・
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

■
定
住
対
策

　
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
促
進
の

た
め
、
新
た
に
森
林
作
業
従
事
者

を
確
保
す
る｢

地
域
お
こ
し
協
力

隊｣

事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
定

住
対
策
奨
励
金
制
度
、
町
内
就
職

の
促
進
、
空
き
家
活
用
事
業
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
県
が
実
施

す
る
「
市
町
村
定
住
推
進
員
」
へ

の
助
成
制
度
を
活
用
し
、
取
り
組

み
を
強
化
し
ま
す
。

　
更
に
、
若
い
子
育
て
世
代
の
Ｕ

タ
ー
ン
を
推
進
す
る
た
め
、
町
独

自
の
「
子
育
て
支
援
制
度
」
の
充

実
、
保
育
・
幼
児
教
育
の
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、｢

安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町｣

を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　
活
力
あ
る
産
業
で

活
力
あ
る
産
業
で

　
豊
か
な
町
づ
く
り

　
豊
か
な
町
づ
く
り

■
農
業
振
興

　
来
年
度
か
ら
国
が
実
施
す
る
戸

別
所
得
保
障
に
つ
い
て
は
、
本
町

の
水
稲
へ
の
影
響
な
ど
を
十
分
検

証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で

転
作
作
物
で
あ
る
大
豆
、
そ
ば
、

飼
料
作
物
に
つ
い
て
集
団
化
加
算

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
国
の
交

付
金
単
価
が
大
き
く
引
き
下
げ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
度
に
限
り

町
単
独
で
激
変
緩
和
措
置
と
し
て

単
価
の
引
き
上
げ
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
二
年
産
米
の

本
町
へ
の
配
分
数
量
は
、
前
年
産

に
対
し
二
十
一
ト
ン
減
の
七
・
二

七
八
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
作
付
面
積
換
算
で
は
、
基
準
反

収
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
昨
年
か
ら
六
・
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
余
り
減
少
し
ま
す
が
、
ほ
ぼ
前

年
並
の
作
付
け
が
で
き
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
に
お
い
て
は
、
白
米
段
階
に

お
け
る
色
彩
選
別
機
や
食
味
計
を

更
新
、
さ
ら
に
味
度
計
を
導
入
し
、

更
な
る
品
質
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し

た
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
も
、
今
年
度
か
ら
第
三
期
対
策

と
し
て
、
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
農
地
の
保
全
や
集
落
活
動
等

に
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

■
畜
産
振
興

　
景
気
の
低
迷
か
ら
枝
肉
、
子
牛

価
格
と
も
低
迷
が
続
く
中
で
飼
料

価
格
は
依
然
高
値
と
な
っ
て
お
り
、

畜
産
農
家
の
経
営
は
非
常
に
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
県
外
か
ら
の
雌
牛
導

入
を
図
る
な
ど
、
優
良
繁
殖
基
礎

牛
の
保
留
対
策
事
業
を
実
施
し
、

伝
統
あ
る
仁
多
牛
の
系
統
改
良
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
特
産
振
興

　
消
費
者
の
安
全
志
向
に
対
応
し

た
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
育
成
を
積

極
的
に
推
進
し
、
仁
多
特
産
市
、

横
田
だ
ん
だ
ん
市
場
な
ど
産
直
市

場
へ
の
積
極
的
な
出
荷
を
促
し
て

ま
い
り
ま
す
。

■
国
営
開
発
農
地
の
活
用

　
農
外
参
入
企
業
六
社
で
約
三
十

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
業
生
産
法
人

を
含
め
る
と
、
約
四
十
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
個
人
農
家
に

お
け
る
耕
作
放
棄
地
や
作
付
休
閑

な
ど
の
低
利
用
農
地
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生

整
備
補
助
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

新
規
参
入
者
へ
の
働
き
か
け
を
行

い
、
農
地
の
再
生
・
利
用
の
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
林
業
振
興

　
間
伐
作
業
道
の
路
網
整
備
を
図

り
、
間
伐
材
等
の
効
率
的
な
搬
出

と
利
用
促
進
に
努
め
る
と
共
に
、

高
性
能
林
業
機
械
導
入
に
向
け
て

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
第
三
セ
ク
タ
ー

　
美
術
館
を
併
設
・
改
築
し
た
道

の
駅
お
ろ
ち
ル
ー
プ
は
、
引
き
続

き
赤
字
か
ら
の
脱
却
に
向
け
、
一

層
の
増
収
と
経
費
の
削
減
に
努
め
、

健
全
経
営
が
で
き
る
よ
う
支
援
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
他
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
お
い
て

は
、
経
営
状
況
は
順
調
に
推
移
し

て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
雇
用

の
継
続
と
経
営
の
安
定
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。

■
商
工
振
興

　
商
工
会
に
対
し
て
、
経
営
改
善

普
及
事
業
等
の
財
政
支
援
を
行
う

と
共
に
、
飲
食
店
・
商
店
へ
の
改

修
改
造
の
費
用
の
一
部
助
成
や
町

独
自
の
商
業
活
性
化
重
点
支
援
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

豊
か
な
心
を
育
む
芸
術

豊
か
な
心
を
育
む
芸
術
・
文
化
文
化
・

教
育
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
町
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
の
町
づ
く
り

■
学
校
教
育
の
充
実

　
学
校
や
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
、

充
実
し
た
教
育
の
推
進
に
引
き
続

き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

二
十
一
年
度
の
繰
越
事
業
と
し
て
、

仁
多
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
大
規

模
改
修
・
耐
震
補
強
事
業
、
亀
嵩

小
学
校
校
舎
の
改
築
、
馬
木
小
学

校
屋
内
運
動
場
の
改
築
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、

「
学
校
再
編
基
本
計
画
検
討
委
員

会
」
よ
り
提
出
さ
れ
た
答
申
内
容

を
尊
重
し
、
全
校
児
童
数
十
五
名

以
下
の
小
学
校
に
つ
い
て
、
長
期

的
な
視
野
に
立
ち
関
係
機
関
・
地

域
の
皆
さ
ん
と
更
に
検
討
・
協
議

を
進
め
ま
す
。

　
各
地
区
公
民
館
で
は
、
地
域
の

生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
地
域
活
性
化
の
活
動
拠
点

と
し
て
機
能
を
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。

■
子
育
て
支
援
・
幼
児
教
育
の
充
実

　
す
こ
や
か
な
育
ち
と
望
ま
し
い

幼
児
教
育
を
一
元
的
に
実
施
す
る

た
め
、
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習

課
内
に｢

子
育
て
支
援
室｣

を
設
置

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
「
幼
児
教
育
推
進
協

議
会
」
を
設
け
、
相
談
窓
口
の
一

本
化
、
幼
児
教
育
の
具
体
的
な
運

営
等
に
つ
い
て
、
体
制
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

　
な
お
、
施
設
の
老
朽
化
や
地
域

の
要
望
、
地
区
別
の
子
ど
も
数
な

ど
、
将
来
を
予
測
し
な
が
ら
、
幼

児
園
の
整
備
に
逐
次
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
、
小
学
校
か

ら
社
会
人
ま
で
全
て
の
年
代
で
優

秀
な
成
績
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
れ

を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
本

町
の
大
き
な
課
題
で
す
。

　
本
年
も
四
月
に
、
ホ
ッ
ケ
ー
日

本
リ
ー
グ
が
奥
出
雲
町
で
開
催
さ

れ
、
地
元
「
セ
ル
リ
オ
島
根
」
が

出
場
し
ま
す
。

　
横
田
高
校
へ
の
支
援
と
と
も
に
、

セ
ル
リ
オ
島
根
へ
の
支
援
も
充
実

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

■
文
化
芸
術
の
振
興

　
昨
年
四
月
、
神
話
の
舞
台
で
あ

る
こ
こ
奥
出
雲
町
に
、
新
し
い
郷

土
芸
能
と
し
て
「
奥
出
雲
神
代
神

楽
」
が
誕
生
し
、
現
在
多
く
の
公

演
依
頼
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
ふ
る
さ
と
の
神
話
や

歴
史
を
後
世
へ
伝
え
る
す
ば
ら
し

い
郷
土
芸
能
と
な
る
よ
う
支
援
し

て
ま
い
り
ま
す
。


